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課題解決に向けた 
先進的な衛星リモートセンシングデータ利用 

モデル実証 
 

プロジェクト公募 

本事業では、衛星データの利活用促
進に向け、衛星リモートセンシング
データの先進的な利用モデルの実証を
行います。 
実証に当たっては、衛星データを活

用したサービスを提供する者と、実際
にそのサービスを自らの事業等に利用
する者がチームとなることで、エンド
ユーザーのニーズを踏まえた真に使え
るサービスの創出を図ります。 

※ 測位データ利用のみによる実証は対象外です。 

 
詳細はホームページをご覧ください。 
 

http://www.uchuriyo.space/model/ 
 
 

©NASA/JAXA 

一般財団法人日本宇宙フォーラム 
（内閣府 宇宙開発戦略推進事務局 委託事業） 

概要 通年スケジュール（予定） 

公募締切 
•6月28日（金）正午必着 

審査 
•7月10日（水）（仮） 

契約開始 
•7月中旬以降 

中間報告 
•11月中旬～12月中旬 

成果報告 
•3月中旬 

 
委託金額： 
１，０００万円（税込）程度／件 
 
実施件数：7件程度 

 
※応募状況により変更あり 

 
 問合せ窓口 
「課題解決に向けた先進的な衛星リモートセンシングデータ利用モデル実証プロジェクト」 公募事務局 
（一般財団法人 日本宇宙フォーラム）  
担当 川窪 小林 TEL： 03-6206-4901 mail：model@jsforum.or.jp 

http://www.uchuriyo.space/model/


 内閣府宇宙開発戦略推進事務局の取組 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 政府系データプラットフォームのご紹介 
 
Tellus 

Tellus（テルース）は、政府衛星データを利用した新たなビジネスマーケットプレイスを創出

することを目的とした、日本初のオープン＆フリーな衛星データプラットフォームです。複数
のデータをかけ合わせ、新たなビジネス創出を促進するためのあらゆるファンクションを提
供します。 

https://www.tellusxdp.com/ja/ 
 
WAGRI 
農業の担い手が、データを使って生産性の向上や、経営の改善に挑戦できる環境をつくる
ために、データの連携や提供機能を持つ「農業データ連携基盤」（通称：WAGRI）を構築。今

後、生産現場での活用に加え、流通から消費まで連携を拡げ、多くの分野からの参画をい
ただくため、平成29年8月に「農業データ連携基盤協議会」（通称：WAGRI協議会）を設立しま
した。 

https://wagri.net/ 

 
 
 
 

参考 

出典：内閣府宇宙開発戦略推進事務局資料 

企業価値（時価） 
エグジット 

（上場、M&A） 

シード・アーリー段階 ミドル段階 レイター段階 

リスクマネー供給拡大に向けた支援 

新ﾋﾞｼﾞﾈｽ発掘 
（S-Booster） 
案件発掘と専門家による 
アイデア・コンテスト 

ｽﾍﾟｰｽ･ﾆｭｰｴｺﾉﾐｰ創造ﾈｯﾄﾜｰｸ
（S-NET） 

異業種交流の場やセミナー等を通じた 
ネットワーキング活動 

実証事業・技術支援等 
 

宇宙データ利用モデル実証 
 

JAXAによるベンチャー向け技術支援 等 

宇宙関連２法 
円滑な事業活動の
ための環境整備
（政府補償など） 

成長段階 

政府系機関による 
リスクマネー供給 

産業革新機構、 
日本政策投資銀行等による 
リスクマネー供給（出資） 

投資マッチング・サイト 
（S-Matching） 
ビジネス・アイデアを有する 

個人・ベンチャーと 
投資家等とのマッチング 

衛星データのオープン＆フリー（「Tellus」）の環境整備 


